
　　　　

令和7 年 2 月 10 日

平日(月～金)
学校休業日

10
10

時
00
00 分から

17
17

時
30
00

分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・季節のイベント（ハロウィン、クリスマス、節分、ひなまつり）社会体験（電車、図書館、消防署見学、買い物練習、お出掛けなど）避難訓練、お誕生会、クッキングなど
・地域交流として、土曜日イベント（工作、実験、クッキング、夏祭り、季節のパーティーなど、どなたでも親子でご参加が頂けます。）

（別添資料１）

家族支援
・各利用者について6ヵ月に1度、話し合う機会を持つ。
・保護者の思い、本人の思いを尊重し、寄り添いながら、支援を推進する。

移行支援

・必要に応じて、計画相談、会議の開催。園、学校と連携し、現状や支援内容等の情報交
換を行う。
・園、学校生活での課題を活動に取り入れ、進学や園、学校生活に必要なスキル獲得のた
めの支援を行う。

地域支援・地域連携
・住之江区子ども部会、すみすみ連絡会（住吉区、住之江区の放デイ、関係機関の集ま
る会）関係機関と連携を図りながら、適切な支援を提供ができる様にする。

職員の質の向上
・事業所内部、外部研修の実施。利用者のモニタリングし、PDCAサイクルをまわしながら
職員の質の向上に努めている。
・キャリアアップのため、強度行動障がい支援者研修、相談支援専門員等の資格取得

支　援　内　容

・健康状態の維持、改善（検温、排泄、水分補給）・生活習慣や生活リズムの形成（定時のおやつタイム、スケジュール提示）
・基本的生活スキル獲得に向けたトレーニング（手洗い、排泄、着替え、持ち物チェック、衣服調節スキル、お片付けなど）
・生活スキル向上（掃除、お皿洗いなどのお手伝い活動）

・キッズヨガやリトミック、ボール遊びなど粗大運動。
・工作、粘土、ブロック遊びなどで手指の巧緻性、空間把握の認知形成。
・運動を苦手とするお子様は、発達性協調運動障害をお持ちの場合があるので、様々な身体を動かす運動プログラムで特性に対応したトレーニングを実施。

本
人
支
援

・集団活動において、ゲームでの適切な行動形成、認知の偏りへの配慮。
・認知機能アセスメントにて、デジタルテスト（大画面タッチパネル導入）でゲーム感覚で楽しく取り組む。

・障がいの特性に応じた読み書きの練習。絵カードなどによる視覚支援の活用。
・状況に応じたコミュニケーション（困った場面で質問する、手助けを求める、意思表示、相談や話し合いなどの各スキルトレーニング）

・ほめる支援を基盤として自己肯定感や自己効力感を育む。・情緒の安定・他者とのかかわり形成として、家庭や園学校に次ぐ第三の居場所を提供。
・ソーシャルスキルトレーニング(SST）に取り組む。園や学校生活、社会で生きていくために対人関係を良好にする必要な技術を遊びやロールプレイを通し、社会性を楽しく、自然と育む。
・遊びを通じた社会性の発達・自己の理解と行動の調整、仲間づくりと集団への参加を育む。

支援方針
・発達段階を考慮し、無理のない、きめ細やかな療育を進めていきます。
・応用分析に基づくソーシャルスキルトレーニング（デジタル認知テストを導入）一人ひとりの得意、不得意を分析します。※対象年齢制限有り

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
・こころとからだに働きかける多彩なソーシャルスキルトレーニングで子ども達の得意を伸ばします。
・個々のペースで楽しめるプログラムにより関わる人、全てが安心できる放課後作りをします。
・一人ひとりの「出来ること」に目を向け、大いにほめることで可能性を引き出していきます。

事業所名
　児童発達支援・放課後等デイサービス

すまいる．れいんぼー．ぶりっじ 作成日支援プログラム　


